
『医師国家試験のための レビューブック 必修・禁忌（第5版）』の訂正 
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Page 項目 誤 正 

A-2 医の倫理 
■医療倫理の4原則 

自立尊重：患者自身の決定や意思を大切にし

て，患者の行動を制限したり，干渉したりしない

こと． 

自律尊重：患者自身の決定や意思を大切にし

て，患者の行動を制限したり，干渉したりしない

こと． 

A-6 個人情報の保護と情報

開示 
INTRO. 

②『刑法』では，医師が業務上知り得た患者の

秘密を守る義務（守秘義務）が定められ（

113B3）～ 

②『刑法』では，医師が業務上知り得た患者の

秘密を守る義務（守秘義務）が定められ（

115B3）～ 

A-16 介護保険制度 
■　ケアマネジメントの実
施機関 

実施機関　　　　　　　指定・監督 
居宅介護支援事業者　　都道府県 

実施機関　　　　　　　指定・監督 
居宅介護支援事業者　　市町村 

B-21 身体発達 
[歯・骨など] 

⑮扁桃は5～6歳ごろ，生理的に肥大するが～ ⑮扁桃は5～6歳ごろ，生理的に肥大する（

97F3）が～ 

C-10 医療面接の流れと病歴

の聴取 
⑨～主訴と関係のない症状を含め（115B47 
112E20 111H11），～ 

⑨～主訴と関係のない症状を含め（115B47 
112E10 111H11），～ 

E-22 胸郭 ■　胸郭の形態（113E5） ■　胸郭の形態（113E15） 

F-30 採取法 ②～鼻咽頭ぬぐい液の～ ②～鼻咽頭ぬぐい液（105C5）の～ 

I-23 地域医療でのチームワー

ク 
⑪高齢者は疾病罹患が増加し，受診回数が増

えるため，複数の医療期間や診療科を受診し

て多剤併用（ポリファーマシー）に陥りやすい． 

⑪高齢者は疾病罹患が増加し，受診回数が増

えるため，複数の医療機関や診療科を受診し

て多剤併用（ポリファーマシー）に陥りやすい． 
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